
ラルフ ベルナベイの作品について 

 

ラルフ ベルナベイの作品は、作家自身の東洋文化への関心が大きく、好んで墨やカーボ

ン（鉛筆）を取り入れ、本質的に灰色の色調の中に空間を意識しながら、生へのリズムの

存在と力強さを描き続けています。 

また、黒と白の濃淡さの正反対の位置に赤色の荒々しさを挿入することによって白から、

秘めたエネルギーを表明しているように感じられます。 

 

作品の素材：墨、カーボン、アクリル絵の具／紙、布、木パネル板 

 

 

Ralph Bernabei     1956 New York 生まれ 

 

1986  ~作家活動によりスペインカタロニヤ在住 

1995   Noel Fine Art(アメリカ) 

1996   Galeria d‘Art Horizon(スペイン) 

1997   Victoria Fine Art(アメリカ) 

1998   Art Expo(スペイン) 

Galeria d‘Art Horizon(スペイン) 

1999   Galeria Rosa Pous(スペイン) 

Galerie Rasmus(デンマーク) 

Galerie Cum Laude(ベルギー) 

Line Art Expo Flanders(ベルギー) 

2000  Galeria AB(スペイン) 

       Fattahi Fine Art(アメリカ) 

       Galeria de la Riba(スペイン) 

2001  Galerie Rasmus(デンマーク) 

Galeria d‘Art Horizon(スペイン) 

New Art Barcelona(スペイン) 

2003  Galeria d‘Art Horizon(スペイン) 

2005  Fattahi Fine Art(アメリカ) 

Galerie Rasmus(デンマーク) 

2007  Lads Gallery(大阪) 

Galeria d‘Art Horizon(スペイン) 

 


